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102 103第 3 章　足もとの国際化と大学
須本　ミックスルーツのホームページ「www.mixroots.jp」というところをみ
ていただければ、研究会など私たちの活動についてご理解いただけると
思います。
ディスカッション
吉富　大幅に時間をオーバーしてしまいました。みなさんとの協議の時間
が少し減ってしまいましたが、よろしければ少しだけ質疑応答の時間をい
ただけたらと思います。
加藤　名城大学の加藤と申します。本日は大変貴重なお話をありがとう
ございました。ミックスルーツの活動ということで、名古屋でも様々な文
化的背景をもった人たちがいます。名城大学にも大阪大学と比べて少な
いと思いますが、いろいろな背景をもった学生がいて、ミックスルーツの
学生については、職員としても興味深いところではあります。GLOCOLの
活動ではいろいろなネットワーク、コミュニティとのつながりを大事にされ
ていて、活動されているところがすごく興味深くて、われわれももう少し
頑張っていきたいと思いますし、新しいネットワークとつながっていくとき
に大事にされていることがありましたらお話いただければと思います。
吉富　ご質問をありがとうございます。新しいネットワークをつくるのは
簡単ではありません。時間をかけて培ってきた延長線上にいろいろなも
のができてくるのだと思います。たとえば、大学が一から築き上げるのは
大変かもしれませんが、新しいネットワークをもっている人材とつながる
とか、私が須本さんとつながったように、すでにいろいろなつながりをもっ
ている人たちの活動を活かすような方法がいいかもしれません。その中か
らまた新たなつながりが生まれてくるような気がします。
田中　大阪市市民局ダイバーシティ推進室の田中と申します。今日は貴重
な機会をいただき、学ばせていただいてありがとうございます。お話を聞
きながら「あの区役所のあの係長にちょっと紹介したらおもしろいことが
起こるだろうな」と思いながらずっと聞かせてもらいました。
　今日聞かせていただいていて思ったことは、ふたつあります。ひとつ
は学生さんが地域のなかでいろいろな活動にかかわれば地域のためにも
なって、学生さんもその経験をいかすことができると思います。もうひと
つは、学術の場ならそれを言語化することで学生さんにとっては最後の大
仕事のような意味があるのだろうと思いました。私はもともと区役所にい
たので、地域住民、地域振興会、PTAの保護者の方々に、学生さんたち
の活動が伝わるようにしていただけたらとてもうれしく思います。私たち
も地域と大学をつなぐ役割をになう必要があると思いながら、今日は学
ばせていただきました。
吉富　どうもありがとうございます。本日私のNPOの事務局長も来ていま
すので、近くでみていてどう思うか、教えてください。
李　はじめまして。多言語センター FACILの李と申します。今日はお話を
ありがとうございました。紹介されていた活動のいくつかは、私どもの
NPOと一緒に活動をさせていただいたものです。大学という組織でしかで
きないことがあるのだと、吉富を通して大学と一緒に仕事をさせていただ
き、思いました。3.11の東日本大震災が起こったときに、震災についての
情報を多言語で発信するということがありました。その際に、私どもの登
録者のなかからボランティアをつどったのですが、それだけではなく大学
の関係者のなかで多様な言語のできる方々もボランティアとして登録いた
だいて、一緒にさせていただいこともありました。NPOと大学では、それ
ぞれ得意不得意の部分があると思いますが、補い合ってやっていけるよう
ないい方法があれば、一緒にやっていくのは難しいこともありますが、培
われていけばいいなと思いました。
常田　どうもありがとうございました。お話はつきないと思いますが、こ
の機会を通じてみなさまの間でもいろいろなネットワークづくりができれ
ば、GLOCOLとしましてもうれしく思います。本日はお忙しい中お越しい
ただき本当にありがとうございました。今後とも大阪大学GLOCOLをどう
ぞよろしくお願いいたします。
